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	課題名：4.　キジハタの種苗生産技術開発
	事業名：新魚種種苗生産技術開発試験
	予算額：3,022千円（単県）
	期間　：平成20～22年度
	主担当：生産技術室（松田成史）
	目的　：
	キジハタの栽培漁業事業化に向けて，種苗生産技術の開発を行う．事業化に向けて採卵用親魚群の作成と採卵技術の開発を行う．

